






いです。最初、日本に来たとき、毎日空の写真を撮りました。なぜなら、空気がとても澄んでいるからで
す。また、最初家で水を直接飲んだ時、水がおいしくて、わざわざ両親に電話するほど驚きました。
　中国と違うところは、たとえば、コンビニ以外にごみ箱が少ないことです。最初慣れることができませ
んでした。中国では至る所にゴミ箱が設置してあります。日本に来たとき、生活ごみを毎日捨てることが
できなかったので、ゴミが臭くなり、困りました。でも燃えるゴミと燃えないゴミを分けて捨てるのは、環
境に良い行動です。
　また、日本の公共トイレはすごくきれいで、トイレットペーパーも付いています。とても便利です。日本
のバスがいつも時開通りに来ることにも、びっくりしました。アルバイトなどで夜遅くなってしまっても、日
本は治安が良く、夜遅くなってしまっても少し安心できます。
　留学生の生活を通して体得したのは、責任感を持って、自分の体を大切することです。
　去年の夏ごろ、自分の不注意で体調を崩したことがありました。学校も終盤にさしかかり、期末テス
トが予定されていました。休んでしまった授業内容について先輩に教えてもらったり、アルバイトも他の
人に代わってもらったりしていろいろな人に迷惑をかけてしまいました。その経験によって、責任感をも
って人間になるには健康管理も大切だと気づきました。どんなに忙しいときでも睡眠時間や食事に気
を配り、計画的に物事を進めるようになりました。同時に、友達の優しさに気づき、感動しました。留学
中にできた友達も私の大きな財産です。
　これまで、勉強で自分の知識を深めることだけではなく、家族から離れた生活に慣れるために、努力
するなど、様々な困難を乗り越えてきました。これは、自分の成長にとって、非常にプラスとなりました。
　幼い頃から自営業をしている父の影響を受け、私は知らないうちに商売について深い興味をもちま
した。そのため、大学院で経営学を専攻してさらに勉強することにしました。
　2016年4月に経営学を学ぶために麗澤大学大学院修士課程に入学しました。修士論文の研究で
は、ネット上の口コミ情報と消費者行動の関係について着目しています。
　皆さんは、Facebookやぐるナビなどを知っていますか?それらは口コミと呼ばれるソーシヤルメディ
アです。そこで、私は研究のテーマを「ネット上の口コミ情報が消費者行動に与える影響分析」に決め
ました。
　多くの消費者がインターネット上で口コミ情報を参考しています。その口コミは話題になっている新
商品に対して、消費者の購買意思決定に大きな影響を及ぼすと考えられています。口コミ情報、その
中でも特に悪い口コミが消費者の購買意思決定プロセスにどのような影響を及ぼすのか、明らかにす
ることが本論文の目的です。
　加えて、訪日外国人にとっては、新しいサービスである「旅館」を取り上げて、インターネット口コミ情
報の効果を把握します。実際に独自のアンケート調査で429名の中国人を対象として実施しました。
この研究対象となる「旅館」の事例に基づき、インターネット口コミが訪日旅行者の行動に与える影響
を明らかにするものです。今後も研究をがんばって続けていきます。
　今年、米山ロータリー奨学生になって心から本当によかったと思います。ロータリー米山奨学金のお
かげで、生活上に大きく支援させていただき、研究に集中できることができました。誠にありがとうござ
いました。
　初めて例会に参加したとき、すごく緊張して話をすることさえ、難しく感じました。「奉仕の理想」とい
う歌をあまり歌うことができなかったけど、世界平和について考えられた歌であったため、すごく感動し
ました。我孫子クラブ会長の新旧交代会に参加した時、我孫子の旅館でロータリアンの方 と々お話し
をしながら、すごく美味しい日本料理を食べました。本当に楽しかったです。
　日本では親戚と家族がいないので、全て自分で頑張らなければならないです。これから、学業や日
本の生活に関する不安は、カウンセラーと相談することができます。我孫子世話クラブの皆さんが日
本の親のような心強いサポートをしてくれることに、感謝の気持ちでいっぱいです。
　お仕事は忙しくて様々な社会奉仕活動に参加しているロータリアンの姿を見て、心から感動しまし
た。
　日本に来た後、「CSR」という言葉をよく耳にするようになりました。これは企業の社会的責任と言
われています。企業が利益を追求するだけではなく、広く従業員や地域社会、環境に配慮することで
す。私も国際的な仕事で日中企業の社会的責任事業の発展に貢献をしたいと思います。
　将来は、今までの経験と大学院で学んだ知識を生かして貿易企業に就職したいです。
　ロータリー米山記念奨学生は、私にとって、視野を広げ、奉仕と平和への責任感をもたせてくれた、
大事な存在です。ロータリー米山奨学生としては一年だけですが、出会えた人、感じたこと、勉強した
ことが一生の財産だと思います。
　留学期間中は、日本人の友達にいろいろお世話になりました。日本で4年間以上の月日を過ごし、私
にとっては、第二の故郷です。将来、帰国するにしても、日本に残るにしても、日中の友好関係を持ち続
けることに力を尽くしていきたいと考えます。
　ご清聴、ありがとうございました。




